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第1章　 緒論並に文献

胎盤に よる同種抗体産生に関 しては末だ定

説なきも近時其の研究は子癇 の成因に関聯 し

て漸く盛ん となつて来た.

即ち1903年Opitz1)は 妊婦血清中に胎盤沈

降素を証明 し得なかつた といひ, Frank2),佐

伯3),秋 保4)等 は胎盤の同種抗 体の産 生を否

定 して居る.

然るに石川5)は 家兎胎盤のアル コールエキ

スに より同種抗体の産生を認め,高 岡6)は 水

酸化アル ミニウムに吸着せ しめて忍耐強 く免

疫すれば胎盤の同種抗体 の産生は可能であ る

と言つて居る.

近時に至つて真柄7)は 葡萄状球菌毒素を家

兎胎盤エキスに混 じて免疫 し同種抗体を証明

し得た といひ,又,加 来8)は 人胎盤 より抽出

した多糖類様物質所謂K. P. S.と 反応す る抗

体を妊娠中毒症患者血清中に認めて居 る.

余 も又,緒 方教授御指導の下に人胎盤 より

多糖類様物質O. P. S.を 抽出し,妊 婦血 清に

ついて実験を行ひ次の様な成績を得たので茲

に報告する.

第2章　 胎盤多糖類様物質(O. P. S.)

の抽出法及び性状

多糖類製法には種 々あ るが余は脱血乾燥せ

る胎盤粉末 よ り第1表 の如き方法で多糖類様

物質を抽 出し,か くして 得 た ものをO. P. S.

と名づけた.

第1表　 人 胎 盤O. P. S.の 抽 出 法

次に此の多糖類様物質O. P. S.の 化 学的性
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質を調べた結果は第2表 の通 りである.

第2表　 胎盤O. P. S.の 化学 反 応

第3章　 人 胎盤O. P. S.の 抗原性

人胎盤O. P. S.の 抗原性の有無を知るため第

1編 に於 て述べた抗人胎盤血清 とUhlenhuth

氏法を用ひて沈降反応を行つた ところ第3表

に示すや うな成績を得た,

第3表　 人胎 盤O. P. S.と 抗 人胎 盤 家 兎

血 清 との 沈 降反応(Uhlenhuth)

即 ち人 胎盤O. P. S.に は 抗 原 性 が あ る こ と

が明 か にな つ た.

第4章　 姙婦血淸 中の胎盤O. P. S.に

対す る抗体檢 出

緬羊血球の表面に胎盤抗原O. P. S.を 附 着

せ しめ血球凝集反応に より妊婦血清中の胎盤

抗体を検出せん と試みた.

即 ち緬羊血球1ccに5%胎 盤O. P. S.を1cc

加へ艀卵器に2時 間静置後一夜氷室に貯へ,

翌 日軽 く遠心分離 し生理的食塩水で血球を一

回洗滌後10%溶 液 となし妊婦血清の逓減的稀

釈液に各 々1滴 づつ滴下 し孵卵器に2時 間静

置後更に氷室に移 し翌朝成績 を判定 し強度凝

集せ るもの(〓),中 等度凝集せ るもの(〓),

弱陽性(+),凝 は しきもの(±),陰 性のも

の(-)と せ り,尚 対照 として胎盤抗原O. P. S.

を附着せ しめざる緬羊血球を使用 し,又 比較

のため各人の血液型を調べた.

妊婦25名 及び 非 妊 婦4名 について前述の

実験を行つた結果第4～ 第7表 に示すや うな

成績を得た.

第4表　 姙 婦血 清 と胎 盤O. P. S.の 反 応(其 の一)
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第5表　 姙 婦 血 清 と胎盤O. P. S.の 反応(其 の二)

第6表　 姙 婦血 清 と胎盤O. P. S.の 反応(其 の三)

第7表　 非姙婦血清 と胎盤O. P. S.の 反応

第4～ 第7表 を綜合する と,血 液型には関

係な く,非 妊婦血 清に於ては血球に胎盤抗原

O. P. S.の 附 着如何に関は らず同 じや うな反応

を示すが,妊 婦血清に於ては血球 に胎盤抗原

O. P. S.が 附 着 す る時 は 然 らざ る時 の2乃 至4

倍 反応 して居 る.即 ち妊 婦血 清 中に は 胎盤 抗

原O. P. S.に 対 す る抗体 の 存在 す る事 が 推 察

され る.
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次に緬羊血球にて妊婦血清中の血球凝集素

を吸收せ しめ再び胎盤抗原O. P. S.の 附 着 し

た血球 と反応せ しめた ところ第8表 に示すや

うな成績を得た.

第8表　 血球凝集素吸收後の姙婦血清 と胎盤O. P. S.の 反応

即 ち胎盤, O. P. S.の 附 着 しない血 球 とは始

ん ど反応 しな いがO. P. S.の 附 着 して い る血

球 とは よ く反応 す る.

故 に 妊 婦血 清 中に は胎 盤O. P. S.に 対 す る

抗 体 の存 在す る事 が証 明 され た.

第5章　 結 論

1) 人胎盤 より多糖類様物質O. P. S.を 抽

出 した.

2) 人胎 盤O. P. S.に は 抗原 性 が あ る.

3) 妊 婦血 清 中に 人胎 盤O. P. S.に 対す る

抗体 を 検 出 し得た.

擱筆するに当 り,終 始御懇篤なる御指導 と御校閲

を賜 りし恩師緒方教授に謹んで感謝の意を表す.
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